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会長挨拶 
 

 

 

 

 

 

会長就任のご挨拶 

松田 郁夫 
 

このたび、公益社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会の会長を拝命いたしました。長年

にわたり本会の活動を支えてこられた歴代会長、都道府県父母の会の皆さま、そして日頃よりご

理解とご協力を賜っております行政・関係機関の皆さまに、心より御礼申し上げます。 

本会は、肢体不自由のある子どもたちとその家族が、地域で安心して暮らし、学び、働き、将

来の希望を描ける社会の実現を目指し、半世紀以上にわたり活動を続けてまいりました。 しか

しながら、地域間の支援格差、制度運用のばらつき、人材確保の困難、災害時の支援体制、進

学・就労の課題など、依然として解決すべき問題は少なくありません。 

こうした課題に正面から向き合い、当事者と家族の声を確かな形で社会に届けることこそ、本

会の使命であると考えています。そのために、行政との協働を一層深めるとともに、全国の会員

の皆さまが安心して相談し合い、支え合える組織づくりを進めてまいります。 

また、どの地域に暮らしていても、子どもたち一人ひとりが将来への希望にあふれ、必要な支

援が途切れることなく受けられる社会の実現に向けて、皆さまと共に歩んでいく所存です。  

微力ではございますが、誠心誠意努めてまいりますので、引き続きのご理解とご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。 
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清水理事長 

・全国大会打合せ（17日～19日） 

 →盛岡・弘前 

・全肢連事務局（25 日～28日） 

→衆参議員会館打合せ 

→関係各所訪問 

→筋ジストロフィー協会全国大会出席 

→法務局 

→事務局事務 

・他 都道府県肢連業務 

引用連載 
 

福祉新聞 ２０２６年６月２３日掲載 

 
 

 

 

 

デジタル教科書正式に 
 

タブレット端末などで閲覧する「デジタル教科書」を正式な教科書とする改正学校教育法

が 10日の参院本会議で可決、成立した。これまでは「代替教材」の扱いだったが、紙の教科

書と同様、無償配布の対象となる。2028 年度の教科書検定を経て、30年度から小中高校で使

用が始まる。 

 

法改正により、正式 な教科書は 

紙 

デジタル 

紙とデジタルの「ハイブリッド」 

の 3形態となる。どれを選ぶかは各教育委員会が決める。 

 

障害のある児童生徒 読み取りの負担軽減 

 
デジタル教科書はこれまでも一部の教科で使われてきた。例えば、音声を読み上げる機能 

を使うことで、学習障害のこどもにとって読み取りにかかる負担を減らせる。ただし、内容

は紙の教科書をデジタル化したものに限られていた。 

 

改正後は英語のネイティブ音声や、理科の実験動画も正式な教科書の一部になり、デジタ

ルコンテンツも検定の対象となる。文部科学省は、障害のないこども、外国にルーツのある

こどもを含め学習の質を上げていく考えだ。（福田敏克） 

 

全肢連 理事長・会長スケジュール 

6 月 理事長・会長スケジュールをご報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松田会長 

・全肢連事務局（4日～6日） 

 →事務局事務 

・全肢連事務局（25日～28日） 

→衆参議員会館打合せ 

→関係各所訪問 

→筋ジストロフィー協会全国大会出席 

→法務局 

→事務局事務 

・他 都道府県肢連業務 
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連載  全国大会  弘前Ⅲ 
 

 2026年 8月 29日（土）・30日（日）の 2日間、第 56回全国大会を「アートホテル弘前シ

ティ プレミアホール」にて開催いたします。今月は、全国大会にご登壇いただく講師の皆

様をご紹介するとともに、青森駅と弘前駅を結ぶ JR奥羽本線についてお届けいたします。 

 

初日の基調講演では、参議院議員・認定内科医・小児科専門医・防災士であり、2026 年 3

月より自由民主党こども・若者未来創造本部幹事長を務める自見はなこ氏をお迎えします。

講演テーマは「誰ひとり取り残さない社会へ ― 当事者家族とともに考える共生社会 ～こ

どもまんなか政策の歩み～」。医師として、また国政の立場から推進されている「こどもま

んなか政策」を通して、当事者やご家族に寄り添う共生社会の実現についてお話しいただき

ます。 

続いて、防災研究所所長・北良株式会社代表取締役の笠井健氏より、「重い障害を持つ子

どもたちを災害から守るために 今できること、これからすべきこと」と題してご講演いた

だきます。在宅医療や被災地支援など豊富な実践経験をもとに、障害のある子どもたちを災

害から守るための備えについて考えます。 

2日目は、社会福祉士・精神保健福祉士・相談支援専門員の溝江広騎氏が、「“親の関わ

り”はいつまで必要？～肢体不自由の当事者として、専門職として、大人になって思うこと

～」をテーマに、ご自身の自立生活の経験と専門職としての視点から、親の役割や地域生活

についてお話しくださいます。 

同日、元聖愛学院大学教授の八戸宏氏には、「障害者とともに生きる ～性をいきいきと

～」をテーマにご講演いただきます。障害のある方の性と人権について長年研究・教育に携

わってこられたご経験をもとに、「性も共に生きること」の大切さについてお話しいただき

ます。 

 

多彩な講師陣による講演を通して、共生社会、防災、自立生活、そして障害のある方々の

豊かな人生について、それぞれの専門的な立場や経験からお話しいただきます。詳しくは、

当日配布いたします大会要綱に掲載の講師プロフィールとあわせて、ぜひご講演をお楽しみ

ください。 

 

  弘前情報局   
 新幹線をご利用の皆様は、新青森駅で下車後、JR奥羽本線に乗り換えて弘前駅へ向かわ

れる方が多いと思います。今回は、新青森駅での乗り換え方法や所要時間についてご紹介し

ます。 

 新青森駅では、新幹線と在来線が同じホームではないため、新幹線改札を出て奥羽本線の

ホームまで移動する必要があります。全肢連事務局女性職員が実際に歩いたところ、改札か

らホームまでは 5分程度かかりました。案内表示は分かりやすく設置されているため、迷う

心配はほとんどありませんが、乗り換え時間には余裕をもって行動されることをおすすめし

ます。 
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 新幹線のきっぷをご購入の際には、奥羽本線の切符（乗車時間）まで通しでご購入されて

いる方も多いと思いますが、8月 29 日の全国大会受付開始前に弘前駅へ到着する時間帯に

は、普通列車、快速列車、特急列車が運行しています。普通列車は「津軽新城行き」と「弘

前行き」の 2種類がありますが、「津軽新城行き」は弘前駅まで運行しませんのでご注意く

ださい。普通列車の所要時間は約 45～50分です。一方、9時台・11 時台・12時台には、特

急「つがる」（秋田行）や快速（弘前行）も運行しており、弘前駅まで約 30分で到着しま

す。運行本数は各々1時間に 1～2本ですので、ご利用の際は事前に時刻表をご確認くださ

い。 

 新青森駅の新幹線改札口は 1か所のみです。「在来線（奥羽本線）のりかえ口」の案内表

示に従って進むと、奥羽本線ホーム（2番線・弘前・秋田方面）へ向かうことができます。 

 また、新青森駅でお手洗いやコンビニご利用の場合は、「2階新幹線改札内コンコース」

で済ませておくのがおすすめです。お手洗いは、在来線乗り換え改札の手前付近にあり、乗

り換え動線上にあるため利用しやすくなっています。なお、奥羽本線ホーム（1階）にはお

手洗いがありませんので、ホームへ降りる前のご利用をお勧めいたします。 

 コンビニは、NewDaysミニ 新青森幹線（2階・新幹線改札内）で購入できます。サンドイ

ッチ等の軽食ほか、りんごジュース、おにぎりなども販売されています。2階新幹線改札内

の「ブナの森 弁当売店」もございます。 

 

 なお、奥羽本線の車両は、乗車口に約 20cm のステップがあります。これは、降雪地域特

有の雪の吹き込み防止やホームの高さに合わせた構造によるものです。乗り降りの際は足元

に十分ご注意ください。（島田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国大会 締め切り後のお申込みについて 
 

7月 15 日以降に申し込みされる方、全肢連ホームページより申込書をダウンロードのう

え、必要事項をご記入いただき、メールまたは FAX にてお申し込みください。 

 

【メール送付先】 

aomori@mwt.co.jp 

 

【ＦＡＸ】 

017-776-5232 

 

 

 

 

 

 

 

後 援（予定） 

内閣府、厚生労働省、文部科学省、こども家庭庁、青森県、青森県教育委員会、

弘前市、弘前市教育委員会、青森県社会福祉協議会、弘前市社会福祉協議会、

社会福祉法人日本肢体不自由児協会、社会福祉法人全国心身障害児福祉財団、

社会福祉法人全国重症心身障害児(者)を守る会、社会福祉法人全国社会福祉協

議会、全国特別支援教育推進連盟、全国肢体不自由児施設運営協議会、全国特

別支援学校肢体不自由教育校長会、全国肢体不自由特別支援学校 PTA 連合会 

 

協 賛 

みちのくコカ・コーラ株式会社、コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社、

株式会社協和(ランドセル)、名鉄観光サ－ビス株式会社 

15 日以降お申込み 

QR コード 
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さわやかレクリエーション事業 
 

 

今年度も全国のコカ･コーラボトラー各社のご支援のもと、「さわやかレクリエーション事

業」がスタートしました。参加者の皆さんに笑顔あふれるひとときとなっています。 

今回は広島県、福山市心身障害児者父母の会実施の「１日日帰り旅行」をご紹介いたしま

す。 

 

最初の見学先は「広島もとまち水族館」。 

 

館内にはさまざまな水槽があり、小さな魚た 

ちが元気に泳ぐ姿に癒やされました。水槽に手 

を入れると魚が寄ってくる体験コーナーでは、 

「かわいい！」「寄ってきたよ」と笑顔があ 

ふれ、皆さん楽しそうに魚とのふれあいを満喫 

されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示もテーマごとに工夫されており、思い思いに館内を見学しました。 

 

見学の後は、熊野町の「おか半総本店」で昼食です。おいし 

い料理を囲みながら会話も弾み、和やかなひとときを過ごし 

ました。 

 

午後は三原市の「八天堂カフェリエ」でパン作り体験に挑戦。 

4 つのグループに分かれ、スタッフの説明を聞きながら、小さ 

なパン生地に耳を付けたり、生チョコレートで目や鼻を描い 

たりして、かわいらしい動物パンを作りました。焼き上がっ 

たパンはお土産として持ち帰ることができ、自分だけのオリ 

ジナルパンの完成に皆さん笑顔いっぱいでした。 

 

 

 

 

終始和やかな雰囲気の中で交流を深めることができ、参加者の皆さんにとって思い出に残

る楽しい一日となりました。 
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ブロック大会 

第 61 回 東海北陸肢体不自由児者父母の会連合会ブロック大会 開催 

 

令和 8 年 6 月 20 日（土）・21 日（日）の 2 日間、第 61 回東海北陸肢体不自由児者父母の 

会連合会ブロック大会が、石川県金沢市の石川県立音楽堂交流ホールを会場に開催されまし 

た。大会テーマは、「震災の教訓を未来の安心へ」～『助けて』と言える勇気と、支えあう 

地域づくり～。能登半島地震の経験を踏まえ、災害時における支援や地域のつながりについ 

て学び、考える機会となりました。  

基調講演では、いしかわ医療的ケア児支援センター「このこの」の医療的ケア児コーディ 

ネーター・ソーシャルワーカーである中本富美氏が、「能登半島地震の経験からの提案」と 

題して講演。続いて行われたパネルディスカッションでは、中本氏がコーディネーターを務 

め、輪島市肢体不自由児者父母の会の坂下喜美恵氏、熊野真由美氏、石川県肢体不自由児者 

父母の会連合会副会長の高松昌一郎氏が登壇。能登半島地震での実体験や支援活動をもとに 

意見が交わされ、会場との質疑応答も交えながら、理解を深めました。  

情報交換会は、ANA クラウンプラザホテル金沢にて開催されました。オーケストラ・アン 

サンブル金沢による演奏に加え、御陣乗太鼓保存会による迫力ある伝統芸能「御陣乗太鼓」 

が披露され、会場は大きな拍手に包まれました。また、参加者全員に当たるお楽しみ抽選会 

も行われ、終始笑顔あふれる交流のひとときとなりました。2 日目は、「金沢福祉用具情報 

プラザ」の見学を実施。最新の福祉用具や支援機器に触れ、参加者にとって多くの学びと交 

流を得る実りある 2日間となりました。（島田） 

 

 

 

 

令和６年元日に発生した能登半島地震は、肢体不自由児者家族にとって忘れられない出来

事となりました。突然の日常の断絶、移動の難しさ、避難生活の厳しさ、災害は私たちの脆

さと共に、社会の備えのあり方を問いかけています。一方で、被災した仲間からは、「助けて」

と言えたことで救われた命があり、その声に応えようと動いた方々の温かさがあったことも

伝わってきました。 

本大会のテーマ「震災の教訓を未来の安心へ ～『助けて』と言える勇気と、支えあう地域

づくり～」には、そうした経験から生まれた願いが込められています。 

復興へ向けて歩みを進める石川の地に、東海北陸地区の仲間が集い、語り合えることは、

大きな意味があり、これからの力になります。 

基調講演やパネルディスカッションでは、被災されたご家族や、現場で奮闘された方々の

言葉を通して、災害時の課題と、会のつながりが持つ力を改めて感じることができました。 

また、各県の皆さまが互いに声をかけ合い、思いを共有される姿は、この大会そのものが「支

えあう地域」になっているように思えて、心が温かくなりました。 

 

本大会の開催にあたりご尽力いただいた石川県肢連会員の皆さま、支援いただいた多くの

関係者の皆さまに、心より感謝申し上げます。 

石川県肢体不自由児者父母の会連合会 会長 松田 郁夫 



 

8 

 

理事コーナー 

 

近頃、思うこと 
 

理事 橋本 佳子 
 

          この春、道路交通法改正により自転車にも反則金制度が導入されまし 

         た。運転免許を持たない私の最大の移動手段は自転車です。何度か、交 

         差点等で警察官が立っている姿を見かけ、緊張します。左走行、一旦停 

         止は守ったか？と。反則金の徴収があるので、導入から数か月ですが、 

         雨の時は、雨ガッパを着ての自転車走行をよく見かけるようになりまし 

た。まだ、ながらスマホも見かけますが、意識は変わったと感じます。 

それと比較するのは次元が違うかもしれませんが「障害者差別解消法」が施行されて 10 年 

がたちますが、なかなか一般に法律が浸透しているとは感じられません。鉄道のホームドア 

の設置は、大きな駅では少しずつ進んではきていますが、その反面、無人化の駅が増えてい 

ます。私の地元の八尾市は人口約 257,000 人の中核市ですが、私鉄の駅２つが終日無人に、

そして、ＪＲの駅２つが昼間は無人になりました。 

 飲食店では注文がタブレットだけでなくスマホから二次元コードで読み取らないといけな 

いお店が増えています。これらは、障害者にとっては決して優しいとは言えず、逆行してい 

るとさえ思えます。時代の流れで、人員削減や人手不足に対応する方向に向かっているのを 

止めることは難しいですが、システムを変更する前に困る方がいることを考えて、寄り添っ 

てほしいです。車イスの方が一人でも乗り降りしやすい設備を無人駅から設置していく、お 

店では困っている方に素早く声掛けし、コード入力の手助け等が合理的配慮へ繋がると思い 

ます。 

障害者差別解消法は違反があっても、よほど違反を繰り返さない限り罰則はないようです 

が、罰則がないとこの法律が守れないのは寂しい限りです。 

このような法律がなくても障害者が普通に暮らしていける社会になることが望みです。 

 

 

全肢連事務局からのお知らせ 
 

８月スケジュール 
全国大会（東北ブロック大会） 8月 29日（土）・30日（日） アートホテル弘前シティ 

 

事務局だより 
 

全国大会の成功を目指し、青森県肢連・東北ブロック・全肢連事務局が一体となって、心

を一つに準備に取り組んでいます。（島田） 
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